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注意事項: ノート・辞書・参考書・教科書・コピー・電卓の使用を禁ず.

解答用紙のみを提出し, 問題用紙は持ち帰ること.

問題 1は全員が答えよ. 問題 2, 問題 3 から 1題以上, 問題 4, 問題 5

から 1題以上を選択して答えよ.

問題 1.

次の各問いに答えよ. ただし, 答えのみを書くこと.

(1) x2(1 + a)xを微分せよ. ただし, a > 0は定数である.

(2) arctanxを微分せよ.

(3) f(x) =
5ex3 + 2πx2 + 3

√
2x− 7

log4 16 + log6 36 + log9 81
のとき, f ′(1) を求めよ.

(4) 曲線 y2 = 8x 上の点 (2, 4) における接線の方程式を求めよ. なお,

答えは一次関数 y = ax+ b の形で書くこと.

(5)

∫ π

−π

sin(−x) sin(2x) dx を計算せよ.

(6)
1

1 + x2
の原始関数を一つ求めよ.

(7)

∫ 1√
2

1

(x arcsinx) dxを計算せよ.

(8) 極限 lim
n→∞

n∑
k=1

n

n2 + k2
を求めよ.

(9) f(x) =
x3

3x4 + 16
(x ∈ R) とする.

(a) f ′(0) を求めよ.

(b) 増減表を作り, 極値とそれを与える x の値を求めよ. なお, 変
曲点は求めなくてよい.

(c) グラフの概形を書け.

(d) 曲線 y = f(x)と x軸および直線 x = 2で囲まれた図形の面積
を求めよ.



(10) f : [0, 1] → R に対して, 区分求積法とは何かを述べよ. なお仮定を
きちんと書くこと.

(11) f : [0, 2] → R がRiemann積分可能となるための十分条件を一つ述
べよ. なお, Riemann上積分やRiemann下積分を用いてはいけ
ない.

(12) [0, 1] 上の連続関数に対するRiemann積分の線形性とは何か？主張
を述べよ.

(13) f : [a, b] → R は [a, b] 上Riemann積分可能であるとする. このと
き, 積分の平均値定理を述べよ.

(14) f : (−1, 1) → Rが x = 0で微分可能であることの定義を述べよ.

(15) F : (0, 2) → R に対して, f : (0, 2) → R が F の原始関数であるこ
との定義を述べよ.

(16) f : [a, b] → R は [a, b] 上連続, (a, b) 上微分可能であるとする. こ
のとき, Rolleの定理を述べよ.

(17) f : (−1, 1) → R で, x = 0 で極小となるが, x = 0 で微分可能とな
らない例をあげよ.

以下余白 計算用紙として使ってよい.



問題 2.

f : [0, 1] → R は [0, 1] 上連続とする. このとき, f の [0, 1] 上の

Riemann積分
∫ 1

0

f(x) dxの定義を述べよ. ただし,「分割」,「Riemann

下積分」, 「Riemann上積分」の定義を書くこと.

問題 3.

f : [−1, 1] → R は [−1, 1] 上連続とする.

(1) f の不定積分の定義を述べよ.

(2) f の不定積分は連続であることを証明せよ.

問題 4.

f : R → R, g : R → RはR上微分可能であるとする.

(1) f がR上微分可能であることの, 割り算 (分数)を用いない同値
条件を述べよ.

(2) a ∈ Rに対して

(f + g)′(a) = f ′(a) + g′(a)

となることを, 上の同値条件を用いて証明せよ.

問題 5.

f ∈ C1(−1, 1) ∩ C([−1, 1]) に対して, 次の問いに答えよ.

(1) 平均値の定理を述べよ.

(2) f が ξ ∈ (−1, 1) で最大になるとする. このとき, f ′(ξ) = 0 で
あることを示せ.



以下余白 計算用紙として使ってよい.


